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低分子フェノール樹脂処理木材
（エコアコールウッド）について

九州木材工業株式会社 内 倉. j青 隆． 
.1.. はじめに

低分子フェノ ール樹脂処理木材の開発から早い

もので20年が経過した。その時間の中で環境問題

が世界的にとりざたされ，森林によるCO2の吸収・

固定，大気中の CO2の削減という言葉をキーワー

ドに国内でも2010年に木材をもっと活用していこ

うという公共建築物等木材利用促進法の法律も制

定された。木材の有効活用は炭素の固定以外にも

林業の発展や森林の整備を促し，水源涵養 ・土壌

流出防止等様々な環境問題に対して重要な役割を

果たしている。一方で，木材は再生可能な資源で

もあることを考慮してもっと積極的にできる限り

永く活用するべきなのだが，実態は思った以上に

は伸びていないのが現状である。そうは言っても

少しずつでも木材が有効に活用される様にこれか

らも我々は使命を持って需要拡大に取り組まなけ

ればならないと考える。

2 開発の背景

低分子フェノール樹脂処理木材は国産材である

スギ ・ヒノキを有効活用し， 日本の森林を守ると

いう目的で九州大学大学院農学研究院，福岡県エ

業技術センターインテ リア研究所そして弊社九州

木材工業株式会社の産 ・学 ・官の共同研究で開発

された安全性が濶く，高耐久性を付与した保存処

理木材である（写真 1)。
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写真 1 低分子フェノ ール樹脂処理木材エ コアコールウ ッド

（左 ：スギ，右： ヒノキ）

もともとフェノ ール樹脂処理自体は行われてい

たものであるが， 1990年頃九州大学の樋口光夫教

授 （当時）は注入用フェノ ール樹脂（水溶性フェ

ノール樹脂）の分子組成に関心を持ち，その調査

研究を行った I)。注入用フェノール樹脂の主成分

はメチロ ール化フェノールモノマーであるが（図

1)' 平均分子量が200以下と小さく木材への浸透

に非常に優れていることから細胞壁に浸透させ加

熱し高分子化することで耐久性（防腐ー防蟻性）

あるいは寸法安定性が大いに向上することが期待

された。

また，薬剤処理でない新たな保存処理木材とし

ても期待された。開発当時主流であった保存処理

木材は鋼を主成分とする処理木材と AAC処理木

材であった。これらは耐久性はあるものの屋外で

使用する場合，経年変化と共に寸法が変化 し，割れ

が大きく発生することが原因で劣化を誘引するこ

とが大きな課題であった。この大きな課題を克服

し，高分子化 した樹脂自体を長期材中に固定でき

れば耐久性及び安全性は格段に上がり，木材の利

用促進につなげられると考えたのが背景にあった。

3. 技術開発の内容

低分子フェノ ール樹脂処理木材（エコアコ ール

ウッド）を製造するにあたり，薬剤を何％の濃度

でどの程度注入量を満たせば高い防腐・防蟻性能

及び寸法安定性が発現するかを試験した。その結

果，樹脂固形分として木材 lm刊こ対して25kg以

上あれば性能が得られることがわかった。同時に
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表 1 注入墨及び吸収量の基準 （商業施設関連）

用途 注入菌及び吸収批基準
JWPA 主に屋外製品 濃度10%で注入飛250kg/m'以上

至〇、刃ぃ,.... 疋 （樹脂固形分として25kg/面以上）

樹脂処理保存 みかけの酸不溶性 スギ 4096以上
処理材 リグニン址として

AQ認証 （工場では濃度
ヒノキ 40%以上

樹脂処理屋外
10%で注入盈 ラジアータ製品部材
250kg/m似上） パイン 35%以上

写真2 耐久性及び耐候性試験10年経過 （各写真において左：
素材 右：低分子フェノール樹脂処理木材）

木材への均ーな薬剤の注入方法2)及び乾燥ー加熱

硬化のプログラムを確立した。

表 1に低分子フ ェノール樹脂処理木材 （エコア

コールウ ッド）の JWPA認定及び AQ認証製品

としての注入量及び吸収量の基準を示す叫

また， 10年以上の実大材円柱 (<ll150 x 4000mm 

注入量260kg/m円濃度10%)での自社屋外曝露

試験により耐久性及び耐候性にも優れていること

を確認した（写真2)4) 0 

さらに低分子フェノール樹脂処理木材は港空研

山田氏北林試森氏ら

と共に耐海虫性および

il ＇ 耐風化性に優れている

ことも確認した （写真

3) 5)。耐海虫性が高

いことは国内外におい
写真3 飛沫帯8年目の試験体

（上3体コントロール て最も過酷なハザー ド

材，下3体低分子フェ での保存性能を有する
ノール樹脂処理木材）

ものである。

4. 低分子フェノール樹脂処理木材採用実績

（文化財関連）

m
 白

写真4 世界道産厳島神社 写真5 国宝出雲大社瑞垣玉垣
束柱，土台，2010年 控柱， 2013年

写真6 静岡ガス本社ビル 写真7 NEWoMan(JR新宿ミライナタワー）
木ルーバー，2013年 木ルーパー，2016年

（公共施設関連）

写真8 江東区シビックセンター 写真9 長崎県庁
木ルーバー， 2015年 木ルーバー， 2017年

（学校施設関連） （土木関連）
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写真10 幼稚園 写真11 福岡県糸島市 （県道）
デッキ，階段， 2014年 木製ガードレール， 2014年

以上，様々な分野の採用実績が増えてき ている（写

真 4-11)。

5. 今後の展開

今後はさら に国産材であるスギ，ヒノキの活用

を促進できるよう低分子フェノール樹脂処理木材

を用いた屋外で使用可能な集成材の開発に取り組

んでいる。建築をはじめ土木分野での木材活用の

拡大を目指して，地球環境保全に少しでも貢献で

きるよう尽力していく所存である。
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